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経験ゼロから始める

漁業の人手不足は今に始まった問題ではない。悩みは全国で共通する。だが東日本大震災
の被災地域では、産業基盤の一時的な喪失や、それによる人口の流出などで、課題が一気に
加速した。だからこそ、業界や地域に「金の卵」を大切に育てる機運が高まっている。

宮
城
県
で
は
２
０
１
７
年
度

か
ら
、
沿
岸
漁
業
の
担
い
手
育

成
事
業
「
み
や
ぎ
漁
師
カ
レ
ッ

ジ
」
を
行
っ
て
い
る
。
興
味
を

も
っ
た
人
を
広
く
受
け
入
れ
る

５
日
間
の
短
期
研
修
と
、
本
気

で
漁
業
者
を
目
指
す
人
を
対
象

に
約
半
年
間
か
け
て
優
秀
な
人

材
を
育
て
る
長
期
研
修
の
２
タ

イ
プ
を
用
意
し
て
お
り
、
興
味

を
も
っ
た
人
を
広
く
受
け
入
れ

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
短
期
研
修
７
回
、

長
期
研
修
３
回
が
開
か
れ
延
べ

６６
人
が
参
加
。
無
線
や
船
舶
な

ど
の
免
許
取
得
の
支
援
も
行
っ

て
い
る
た
め
、
漁
家
子
弟
の
参

加
者
も
多
い
が
、
研
修
を
経
て

異
業
種
か
ら
漁
業
者
に
な
っ
た

人
も
１６
人
（
１
月
１６
日
現
在
）

お
り
、
宮
城
で
漁
業
に
就
き
た

い
人
の
�
入
り
口
�
と
し
て
定

着
し
始
め
た
。

よ
り
効
率
的
な
横
展
開
へ

未
経
験
か
ら
漁
業
へ
の
就
業

を
よ
り
確
実
に
し
よ
う
と
、
石

巻
市
で
は
独
自
の
活
動
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。
市
が
実
施
す
る

「
水
産
業
担
い
手
セ
ン
タ
ー
事

業
」
だ
。
市
内
５
か
所
に
新
人

漁
業
者
専
用
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

を
整
備
し
た
点
が
他
地
域
と
大

き
く
異
な
る
。
最
初
か
ら
完
全

移
住
と
い
う
高
い
ハ
ー
ド
ル
を

下
げ
た
形
だ
。

た
だ
、
そ
れ
以
前
に
重
要
な

こ
と
が
、
い
か
に
人
を
集
め
る

か
だ
。
セ
ン
タ
ー
事
業
の
事
業

運
営
を
市
か
ら
委
託
さ
れ
た
一

般
社
団
法
人
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、
１
泊
２
日

の
�
漁
師
学
校
�
の
開
催
や
、

漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
へ
の
出

展
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
求
職
サ

イ
ト
へ
求
人
票
の
掲
載
な
ど
を

行
い
、
露
出
度
を
高
め
て
広
く

人
集
め
を
行
っ
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
件
数
は
１５
年
の

事
業
開
始
か
ら
徐
々
に
増
え
続

け
て
い
る
。
担
い
手
不
足
の
実

情
を
考
え
れ
ば
、
希
望
す
る
す

べ
て
の
人
を
受
け
入
れ
た
い
と

こ
ろ
だ
が
、
事
務
局
の
�
橋
由

季
さ
ん
は
「
募
集
先
の
漁
業
者

と
一
緒
に
が
ん
ば
れ
る
人
物
か

を
見
極
め
る
こ
と
が
、
最
も
重

要
な
こ
と
」
と
語
る
。

過
酷
な
仕
事
で
あ
る
う
え

に
、
問
い
合
わ
せ
て
く
る
人
の

多
く
は
漁
業
を
全
く
知
ら
な
い

未
経
験
者
。
そ
の
中
で
も
石
巻

の
漁
村
や
仕
事
に
熱
意
を
注
げ

る
人
物
を
探
し
出
し
、
そ
れ
か

ら
よ
う
や
く
漁
業
者
と
引
き
合

わ
せ
る
。
そ
う
し
た
丁
寧
な
マ

ッ
チ
ン
グ
の
お
か
げ
で
、
こ
れ

ま
で
３０
人
を
受
け
入
れ
、
２０
人

が
石
巻
の
各
浜
で
漁
業
を
続
け

て
い
る
。

１６
年
か
ら
蛤
浜
地
区
の
カ
キ

養
殖
家
の
も
と
に
就
業
し
て
い

る
新
人
漁
業
者
は
、
昨
年
９
月

に
正
組
合
員
資
格
を
取
得
し

た
。
准
組
合
員
資
格
の
取
得
者

も
あ
り
、
「
新
参
者
」
で
あ
っ

て
も
受
け
入
れ
る
地
域
が
徐
々

に
出
て
き
て
い
る
。

�
橋
さ
ん
は
、
「
本
人
の
や

る
気
が
地
域
の
人
の
心
を
動
か

す
」
と
話
す
。
実
際
、
こ
の
よ

う
な
や
る
気
あ
る
若
者
を
見
て

「
こ
う
い
う
人
だ
っ
た
ら
自
分

も
雇
い
た
い
。
誰
か
い
い
人
は

い
な
い
か
」
と
、
問
い
合
わ
せ

る
漁
業
者
も
、
近
年
増
え
て
い

る
と
い
う
。

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
は
、
新
人
漁
業
者
同
士
の

親
睦
を
深
め
る
た
め
、
年
３
回

の
交
流
会
も
実
施
。
そ
の
う
ち

１
回
は
必
ず
、
就
業
先
の
親
方

に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
「
親
方
だ
っ
て
、
域
外
の

若
者
を
受
け
入
れ
る
の
は
初
め

て
で
、知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

こ
う
し
た
機
会
に
同
じ
境
遇
の

人
同
士
で
話
し
合
う
こ
と
で
、

不
安
の
解
消
や
問
題
の
解
決
に

つ
な
が
る
」
と
狙
い
を
語
る
。

こ
れ
ま
で
は
交
流
が
な
か
っ

た
、
別
の
地
域
同
士
の
漁
業
者

が
知
り
合
う
場
に
も
な
っ
て
い

る
そ
う
で
、
浜
ご
と
に
小
さ
く

ま
と
ま
っ
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
が
、
徐
々
に
だ
が
、
外
に

向
け
開
か
れ
つ
つ
あ
る
。

交
流
会
で
は
今
後
、
新
人
漁

業
者
を
対
象
に
流
通
や
小
売
、

水
産
業
界
の
動
き
に
関
す
る
勉

強
会
も
実
施
す
る
予
定
。
フ
ィ

ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
は

「
漁
業
者
に
な
る
の
が
ゴ
ー
ル

で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
い
か
に

考
え
て
稼
げ
る
よ
う
に
な
る
か

が
重
要
。
そ
の
き
っ
か
け
を
つ

く
り
、
石
巻
の
漁
業
を
も
っ
と

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
し

て
い
る
。

漁
業
者
不
足
に
対
応
し
た

�
漁
師
学
校
�
の
設
置
は
、
岩

手
県
で
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

２
０
１
９
年
４
月
に
開
講
し
た

「
い
わ
て
水
産
ア
カ
デ
ミ
ー
」

は
、
１
年
を
か
け
て
県
内
の
各

種
漁
業
の
基
礎
知
識
や
技
術
を

学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
情
報
通
信

技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
活
用
し
た

経
営
手
法
の
講
義
を
交
え
、
新

た
な
時
代
に
生
き
る
漁
業
者
を

育
成
、
確
実
に
地
域
に
定
着
さ

せ
て
い
く
。
必
要
な
資
格
取
得

は
支
援
し
、
半
年
間
の
現
場
研

修
も
合
わ
せ
、
事
業
修
了
後
の

就
業
に
も
努
め
る
。

県
内
で
漁
業
就
業
を
希
望
す

る
人
が
対
象
で
、定
員
は
１０
人
。

昨
年
４
月
か
ら
の
第
１
期
に
７

人
が
受
講
し
た
。

開
講
か
ら
４
月
い
っ
ぱ
い
は

基
礎
知
識
を
講
義
形
式
で
学

ぶ
。
県
や
Ｊ
Ｆ

岩
手
漁
連
の
職

員
ら
が
講
師
と

な
り
、
ア
ワ
ビ

や
ウ
ニ
な
ど
の

栽
培
、
ワ
カ
メ

・
ホ
タ
テ
・
カ

キ
の
養
殖
、
資

源
管
理
、
気
象
、
関
連
す
る
法

令
や
制
度
、
海
難
の
防
止
策
、

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
教
え

る
。講

義
は
以
降
も
２
か
月
に
１

回
開
催
さ
れ
、
よ
り
実
践
的
な

無
線
や
船
舶
の
資
格
取
得
に
向

け
た
講
座
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
公
開
さ
れ
る
漁
海
況
情
報

な
ど
を
利
用
し
た
経
営
な
ど
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
法
な
ど
に
つ
い

て
学
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。５

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
は

実
習
期
間
で
、
現
役
の
漁
業
者

を
講
師
に
招
き
、
実
際
に
定
置

網
漁
や
ワ
カ
メ
養
殖
な
ど
、
県

内
の
代
表
的
な
漁
業
種
を
ひ
と

通
り
体
験
。
そ
の
う
え
で
受
講

生
の
希
望
す
る
漁
業
種
を
聞
き

取
り
、
よ
り
専
門
的
な
知
識
、

技
術
を
学
べ
る
よ
う
に
す
る
。

研
修
先
は
、
終
了
後
に
受
講
生

を
受
け
入
れ
ら
れ
る
漁
業
会
社

・
団
体
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

第
１
期
生
は
洋
野
町
、
普
代

村
、
釜
石
市
、
大
船
渡
市
、
陸

前
高
田
市
を
研
修
先
に
選
定

し
、
３
人
が
定
置
網
、
４
人
が

カ
キ
養
殖
で
長
期
研
修
を
行
っ

て
い
る
。

大
船
渡
市
の
カ
キ
養
殖
業
者

の
も
と
で
研
修
中
の
岡
野
竜
也

さ
ん
は
、
「
師
匠
か
ら
は
養
殖

技
術
だ
け
で
な
く
、
経
営
な
ど

に
つ
い
て
も
手
取
り
足
取
り
教

え
て
も
ら
っ
た
。
い
ず
れ
は
漁

業
権
を
取
得
し
て
独
立
し
、
大

船
渡
で
カ
キ
養
殖
を
行
い
た

い
」
と
語
っ
て
い
る
。

来
月
か
ら
は
第
２
期
が
始
ま

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
７
人

の
受
講
が
確
定
し
た
。
県
水
産

振
興
課
で
は

「
担
い
手
確
保

だ
け
で
は
な

く
、
新
技
術
を

応
用
す
る
力
を

も
っ
た
次
世
代

の
漁
業
者
を
育

て
、
漁
業
の
成

長
産
業
化
を
促

し
た
い
」
と
し

て
い
る
。

師
匠
と
と
も
に

作
業
を
行
う
岡

野
さ
ん
�

第
１
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は
７
人

が
受
講
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漁師を育てる（沿岸）

宮城宮城

�
新
参
者
�に
開
か
れ
た
漁
村

２０２０（令和２）年３月１１日（水曜日）

新人を受け入れる動きが広がっている（提供・一般社団法人フィ
ッシャーマン・ジャパン）

水
色
の
羽
根
募
金

�
漁
船
海
難
遺
児
に
愛
の
手
を
�

各地の新人・親方をつなぐ交流会も実施（提供
・一般社団法人フィッシャーマン・ジャパン）

海
洋
の
未
来
を
拓
く
た
め
に

国
立
大
学
法
人

東東
日日
本本
大大
震震
災災
９９
年年

思思
いい
をを
馳馳
せせ
てて

マ
ッ
チ
ン
グ
で
担
い
手
確
保

マ
ッ
チ
ン
グ
で
担
い
手
確
保

岩手岩手

基
礎
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
ま
で

就業希望者と受け入れ先は丁寧にマッチング（提供・一般社団法人
フィッシャーマン・ジャパン）

（第３種郵便物認可）
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